最後に 僕の この 原稿 を 特に 君に 托する の は 君 

の 恐らく は 誰よりも 僕 を 知って ゐ ると 思 ふから 

だ。 (都会人と 云 ふ 僕の 皮 を剝ぎ さへ すれば) 

どうか この 原稿の 中に 僕の 阿呆 さ 加減 を 笑って 

くれ 給へ。 

昭和 一 一年 六月 一 一十 曰 

芥川龍之介 

久来正 雄 君 

一 時代 



狂人た ち は 皆 同じ やうに 鼠色の 着物 を 着せられて ゐ 

た。 広い 部屋 は その為に 一層 憂欝に 見える らしかった。 

彼等の 一 人 は オルガンに 向 ひ、 熱心に 讃美歌 を 弾きつ 

づけて ゐた。 同時に 又 彼等の 一 人 は 丁度 部屋の まん 中 

に 立ち、 踊る と 云 ふよりも 跳ね ま はって ゐた。 

彼 は 血色の In い 医者と 一 しょに かう 云 ふ 光景 を 眺め 

てゐ た。 彼の 母 も 十 年 前に は 少しも 彼等と 変ら なかつ 

た。 少しも、 —— 彼 は 実際 彼等の 臭気に 彼の 母の 臭気 

を 感じた。 

「ぢゃ 行かう か？」 



医者 は 彼の 先に 立ちながら、 廊下 伝 ひに 或 部屋へ 行 

つた。 その 部屋の 隅に は アル コ オル を 満 した、 大きい 

ガラス つか 

硝子の 壺の 中に 脳髄が 幾つ も漬 つて ゐた。 彼 は 或 脳髄 

の 上に かすかに 白い もの を 発見した。 それ は 丁度 卵の 

白 味 を ちょっと 滴らした のに 近い ものだった。 彼 は 医 

者と 立ち話 をしながら、 もう 一度 彼の 母 を 思 ひ 出した。 

「この 脳髄 を 持って ゐた男 は X X 電燈 会社の 技師 だ つ 

たがね。 いつも 自分 を 黒光りの する、 大きい ダイナ モ 

だと 思って ゐた よご 

彼 は 医者の 目 を 避ける 為に 硝子 窓の 外 を 眺めて ゐ た。 

そこに は 空き 罎の 破片 を植 ゑた 煉瓦 脉の 外に 何もな か 



「何、 唯 乗って ゐ たかった から ご 

その 言葉 は 彼の 知らない 世界へ、 —— 神々 に 近い 

「我」 の 世界へ 彼 自身 を 解放した。 彼 は 何 か 痛み を感 

じた。 が、 同時に 又 歓びも 感じた。 

その カツ フエ は 極小 さかった。 しかし パンの 神の 1 

の 下に は赭ぃ 鉢に 植 ゑた ゴムの 樹が 一本、 肉の厚い 葉 

を だら りと 垂らして ゐた。 

六 病 

彼 は 絶え間ない 潮風の 中に 大きい 英吉利 語の 辞書 を 



ひろげ、 指先に 言葉 を 探して ゐた。 

Talaria 翼の 生えた 靴、 或は サン ダ アル。 

闩 ale 話。 

Talipot 東印度に 産す る 椰子。 幹 は 五十 呎 より 

百呎の 高さに 至り、 葉 は 傘、 扇、 帽 等に 用 ひらる。 七 

十 年に 一 度 花 を 開く。 …… 

彼の 想像 ははつ きりと この 椰子の 花 を 描き出した。 

のど かゆ 

すると 彼 は 喉 もとに 今までに 知らない 痒 さ を 感じ、 思 

はず 辞書の 上へ 啖を 落した。 啖を 9 —— しかし それ は 

啖 ではなかった。 彼 は 短い 命 を 思 ひ、 もう 一度 この 椰 

そび 

子の 花 を 想像した。 この 遠い 海の 向う に 高 だかと 聳え 



注意 を 配り 出した。 

或 雨 を 持った 秋の 日の 暮、 彼 は 或 郊外の ガ アドの 下 

を 通りかかった。 

ガ アドの 向う の 土手の 下に は 荷馬車が 一 台 止まって 

ゐた。 彼 は そこ を 通りながら、 誰か 前に この 道 を 通つ 

たもの の あるの を 感じ 出した。 誰か 9 それ は彼自 

身に 今更 問 ひかけ る 必要 もなかった。 二十 三 歳の 彼の 

才 ランダ く は 

心の中に は 耳 を 切った 和 蘭人が 一 人、 長い パイプ を啣 

へた まま、 この 憂欝な 風景画の 上へ ぢ つと 鋭い 目 を 注 

いで ゐた。 …… 



十五 彼等 

彼等 は 平和に 生活した。 大きい 芭蕉の 葉の 広がった 

かげに。 —— 彼等の 家 は 東京から 汽車で も たっぷり 一 

時間 かかる 或 海岸の 町に あつたから。 

十六 枕 

彼 は 薔薇の 葉の 句の する 懐疑主義 を 枕に しながら、 

アナ トオル . フランスの 本 を 読んで ゐた。 が、 いっか 



彼 は 或 ホテル の 階段の 途中に 偶然 彼女に 遭遇した。 

彼女の 顔 はかう 云 ふ 昼に も 月の 光りの 中に ゐる やう だ 

つた。 彼 は 彼女 を 見送りながら、 (彼等 は 一 面識 もな 

い 間 がらだった。) 今まで 知らなかった 寂し さ を 感じた。 



十九 人工の 翼 

彼 は アナ トオル • フランスから 十八 世紀の 哲学者た 

ちに 移って 行った。 が、 ルッソ ォには 近づかなかった。 



前の 人力車に 乗って ゐ るの は 或 狂人の 娘だった。 の 

みならず 彼女の 妹 は 嫉妬の 為に 自殺して ゐた。 

「もうどう にも 仕 かたはな いご 

彼 はもう この 狂人の 娘に、 II 動物 的 本能ば かり 強 

い 彼女に 或 憎悪 を 感じて ゐた。 

一 一台の 人力車 は その 間に 磯 臭い 墓地の 外へ 通りかか 

かき がら そだが き くろず 

つた。 蠣 殻の ついた 粗朶 垣の 中には 石塔が 幾つ も 黒 

んでゐ た。 彼 は それ 等の 石塔の 向う にかす かに かがや 

いた 海 を 眺め、 何 か 急に 彼女の 夫 を —— 彼女の 心を捉 

へて ゐ ない 彼女の 夫 を 軽蔑し 出した。 …… 



二十 二 或 画家 

さ る i 

それ は 或 雑誌の 挿し 画だった。 が、 一羽の 雄鶏の 

墨画 は 著しい 個性 を 示して ゐた。 彼 は 或 友 だち にこの 

画家の こと を 尋ねたり した。 

一週間ば かりたった 後、 この 画家 は 彼 を 訪問した。 

それ は 彼の 一生のう ちで も 特に 著しい 事件だった。 彼 

はこの 画家の 中に 誰も 知らない 詩 を 発見した。 のみな 

らず彼 自身 も 知らずに ゐた 彼の 魂 を 発見した。 

からき び たち ま 

或 薄ら寒い 秋の 日の 暮、 彼 は 一本の 唐黍に 忽ち こ 

の 画家 を 思 ひ 出した。 丈の 高い 唐黍 は 荒 あらしい 葉 を 



頁 も 読まない うちにい つか 苦笑 を 洩らして ゐた。 I 

I スト リントべ リイ も 亦 情人だった 伯爵 夫人へ 送る 手 

うそ 

紙の 中に 彼と 大差の ない 譃を 書いて ゐる。 …… 

二十 六 古代 

彩色の 剝 げた 仏た ちゃ 天人 や 馬 や 蓮の 華 は 殆ど 彼 を 

圧倒した。 彼 は それ 等 を 見上げた まま、 あらゆる こと 

を 忘れて ゐた。 狂人の 娘の 手 を 脱した 彼 自身の 幸運 さ 

へ。 …… 



返事 をした。 

「ええ、 中々 美人です ね ご 

二十 八 殺人 

田舎道 は 日の 光りの 中に 牛の 翼の 臭気 を 漂 はせ てゐ 

た。 彼 は 汗 を 拭 ひながら、 爪先き 上りの 道 を 登って 行 

つた。 道の 両側に 熟した 麦 は 香ばしい 句 を 放って ゐ た。 

「殺せ、 殺せ。 …… 」 

彼 はいつ か 口の 中に かう 云 ふ 言葉 を 繰り返して ゐた。 

誰 を 9 それ は 彼に は 明らかだった。 彼は她 何にも 



いもの を 感じた。 「神々 に 愛せら るる もの は 夭折す」 

—— かう 云 ふ 言葉な ども 思 ひ 出した。 彼の 姉 や 異母 弟 

は いづれ も 家 を 焼かれて ゐた。 しかし 彼の 姉の 夫 は 偽 

証 罪 を 犯した 為に 執行猶予 中の 体だった。 …… 

「誰も 彼 も 死んで しまへば In いご 

彼 は 焼け跡に 佇んだ まま、 しみじみ かう 思 はずに 

は ゐられ なかった。 

三十 二 暄曄 

彼 は 彼の 異母 弟と 取り組み 合 ひの 喧嘩 をした。 彼の 



「ところが 僕 は 持って ゐな いんだよ。 制作 慾 だけ は 持 

つて ゐる けれども ご 

それ は 彼の 真情だった。 彼 は 実際い つの 間に か 生活 

に 興味 を 失って ゐた。 

r 制作 慾 もや つ ぱリ 生活 慾 でせ うご 

彼 は 何とも 答へ なかった。 芒 原 はいつ か 赤い 穂の 上 

に はっきりと 噴火山 を 露し 出した。 彼 はこの 噴火山 

せんば う 

に 何 か 羨望に 近い もの を 感じた。 しかし それ は 彼 自身 

にも なぜと 云 ふこと はわから なかった。 …… 

三十 七 越し 人 



彼 は 彼と 才力の 上に も 格闘 出来る 女に 遭遇した。 が、 

「越し 人」 等の 抒情詩 を 作り、 僅かに この 危機 を 脱出し 

た。 それ は 何 か 木の 幹に 凍った、 かがやかしい 雪 を 落 

す やうに 切ない 心 もちの する ものだった。 

風に 舞 ひたる すげ 笠の 

1? か は 道に 落ち ざらん 

わが 名 はいかで 惜しむべき 

惜しむ は 君が 名のみ とよ。 



神経衰弱、 慢性 結膜炎、 脳 疲労、 …… 

しかし 彼 は 彼 自身 彼の 病 源 を 承知して ゐた。 それ は 

彼 自身 を恥ぢ ると 共に 彼等 を 恐れる 心 もちだった。 彼 

等 を、 —— 彼の 軽蔑して ゐた 社会 を！ 

或 雪 曇りに 曇った 午後、 彼 は 或 カツ フエの 隅に 火の 

ついた 葉巻 を啣 へた まま、 向う の 蓄音機から 流れて 来 

る 音楽に 耳 を 傾けて ゐた。 それ は 彼の 心 もちに 妙に し 

を は 

み 渡る 音楽だった。 彼 は その 音楽の 了る の を 待ち、 蓄 

音 機の 前へ 歩み寄って レコ ォドの 貼り札 を検 ベる こと 

にした。 

Magic Flute Mozart 



違 ひなかった。 彼 は 時計の 針を検 ベ、 彼の 苦しみ を感 

じたの は 一分 二十 何 秒 かだった の を 発見した。 窓 格子 

やみ 

の 外 はまつ 暗だった。 しかし その 暗の 中に 荒 あらしい 

鶏の 声 もして ゐた。 

四十 五 Divan 

Divan はもう 一 度 彼の 心に 新しい 力 を 与 へ ようと 

した。 それ は 彼の 知らずに ゐた 「東洋 的な ゲェ テ」 だ 

つた。 彼 は あらゆる 善悪の 彼岸 に悠々 と 立って ゐるゲ 

ェテを 見、 絶望に 近い 羨まし さ を 感じた。 詩人 ゲェテ 



今度 は 姉の 一家の 面倒 も 見なければ ならなかった。 彼 

の 将来 は少 くと も 彼に は 日の 暮の やうに 薄暗かった。 

彼 は 彼の 精神的 破産に 冷笑に 近い もの を 感じながら、 

(彼の 悪徳 や 弱点 は 一 つ 残らず 彼に はわ かって ゐ た。) 

不相変 いろいろの 本 を 読みつ づけた。 しかし ルッソ ォ 

うそ 

の 懺悔 録 さへ 英雄的な 譃に充 ち 満ちて ゐた。 殊に 「新 

らうく わい 

生」 に 至って は、 —— 彼 は 「新生」 の 主人公 ほど 老獪 

な 偽善者に 出会った ことはなかった。 が、 フラン ソ 

とほ 

ァ • ヴィ ヨン だけ は 彼の 心に しみ 透った。 彼 は 何篇か 

の 詩の 中に 「美しい 牡」 を 発見した。 

絞罪 を 待って ゐ るヴィ ヨンの 姿 は 彼の 夢の 中に も 現 



さは 

ならず 彼女の 体に は 指 一 つ 触らずに ゐ たのだった。 

「死にたがって いらっしゃる のです つてね ご 

「ええ。 いえ、 死にたがって ゐ るよりも 生きる こ 

あ 

とに 飽きて ゐ るので すご 

彼等 はかう 云 ふ 問答から 一 しょに 死ぬ こと を 約束し 

た。 

「プラト 二 ック . ス ウイ サイドで すね ご 

「ダブル • プラト 二 ック • ス ウイ サイド ご 

彼 は 彼 自身の 落ち着いて ゐ るの を 不思議に 思 はずに 

は ゐられ なかった。 



へ 流れ出した。 彼の 頭 は 〇• 八の ヴェ ロナ アル を 用 ひ 

て 覚めた 後の 外 は 一 度 も はっきりした ことはなかった。 

しかも はっきりして ゐ るの はやつ と 半時 間 か 一 時間 だ 

つた。 彼 は 唯 薄暗い 中に その 日 暮らしの 生活 をして ゐ 

た。 言 はば 刃の こぼれて しまった、 細い 剣 を 杖に しな 

がら。 

(昭和 二 年 六月、 遺稿) 
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